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一
　
成
功
す
る
た
め
の
要
因

　
ニ
カ
ラ
グ
ア
に
お
け
る
草
の
根
援
助
の
実
施
経
験
か
ら
、
繰
り
返
し
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の

成
功
・
不
成
功
を
決
め
る
要
因
を
整
理
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
も
と
も
と
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
よ
う

な
貧
困
国
は
、
地
方
の
予
算
が
非
常
に
限
ら
れ
て
い
る
の
で
日
本
の
草
の
根
援
助
に
よ
り
何
も
な
い
所
に

水
道
施
設
や
診
療
所
が
で
き
れ
ば
、
地
域
住
民
か
ら
喜
ば
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
援
助
が
効

率
よ
く
ま
た
援
助
の
効
果
を
高
め
る
た
め
に
は
、
（
一
）
案
件
の
選
択
方
法
、
（
二
）
大
使
館
の
実
施
体
制
、

（
三
）
地
元
側
の
実
施
体
制
、
（
四
）
監
視
制
度
、
（
五
）
広
報
・
宣
伝
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
一
）
案
件
の
選
択
方
法

　
草
の
根
案
件
は
公
募
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
よ
っ
て
種
々
の
案
件
が
応
募
さ
れ
る
が
、
そ
の
数
は
膨
大

で
実
際
に
毎
年
採
用
で
き
る
案
件
は
四
〇
〜
五
〇
件
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
そ
こ
で
選
り
分
け
が
必
要
と
な
り
、

選
考
過
程
は
公
明
正
大
さ
が
求
め
ら
れ
る
。
筆
者
が
担
当
し
た
二
〇
〇
三
年
度
か
ら
二
〇
〇
六
年
度
に
か

け
て
、
応
募
件
数
は
、
二
〇
〇
三
年
度
四
六
六
件
、
二
〇
〇
四
年
度
二
九
四
件
、
二
〇
〇
五
年
度
二
四
八

件
、
二
〇
〇
六
年
度
二
七
五
件
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
新
規
に
採
用
さ
れ
た
の
が
、
す
で
に
説
明
し
た
方
式

で
、
案
件
を
客
観
的
に
項
目
ご
と
に
点
数
で
表
示
し
、
合
計
点
が
五
点
を
超
え
た
も
の
を
一
次
審
査
通
過
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　第６章　草の根援助の可能性

の
条
件
と
し
た
（「
ニ
カ
ラ
グ
ア
方
式
」）
。
こ
の
点
数
表
は
項
目
に
工
夫
が
し
て
あ
り
、
分
野
で
は
、
国
連

の
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
国
家
開
発
計
画
、
日
本
の
ニ
カ
ラ
グ
ア
国
別
援
助
計
画
に
整

合
的
か
ど
う
か
、
経
済
・
社
会
背
景
で
は
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
地
域
別
人
間
開
発
指
数
に
比
較
し
て
ど
う
か
、

申
請
団
体
で
は
、
体
制
、
過
去
の
実
績
、
独
自
負
担
の
有
無
、
受
益
者
数
で
は
、
直
接
・
間
接
の
受
益
者

表５. 　県別草の根援助案件数（2003–2006 年度）

県 四カ年合計件数
1 ボ ア コ 11
2 カ ラ ソ 13
3 チ ナ ン デ ガ 19
4 チ ョ ン タ レ ス 11
5 エ ス テ リ 10
6 グ ラ ナ ダ 10
7 ヒ ノ テ ガ 7
8 レ オ ン 12
9 マ ド リ ス 6
10 マ ナ グ ア 21
11 マ サ ヤ 13
12 マ タ ガ ル パ 15
13 ヌエバ・セゴビア 11
14 リオ・サン・ファン 7
15 リ バ ス 8
16 北 大 西 洋 自 治 区 9
17 南 大 西 洋 自 治 区 11
18 全 国* 2

計 196

*選挙支援で全国対象。
出所：　在ニカラグア日本国大使館

の
数
、
地
域
性
で
は
、
新
し
い

地
域
に
重
点
を
置
き
、
重
複
を

避
け
る
よ
う
に
、
ま
た
そ
の
他

で
は
、
緊
急
性
や
他
と
の
協
調

案
件
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
た
。

こ
の
ニ
カ
ラ
グ
ア
方
式
に
よ
り

二
次
審
査
へ
の
絞
り
込
み
が
容

易
に
な
っ
た
点
、
ま
た
恣
意
性

や
政
治
力
が
排
除
さ
れ
た
点
、

ニ
カ
ラ
グ
ア
の
国
別
援
助
計
画

に
沿
っ
た
案
件
が
選
び
や
す
く
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な
っ
た
点
な
ら
び
に
首
都
に
近
い
案
件
が
多
く
採
用
さ
れ
る
重
複
を
避
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
点
が
メ

リ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。
地
域
的
拡
大
は
こ
の
方
式
を
採
用
し
て
か
ら
著
し
く
、
草
の
根
案
件
が
全
国
展
開
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
表
５
参
照
）
。
ニ
カ
ラ
グ
ア
は
行
政
区
域
が
一
五
県
二
自
治
区
に
分
か
れ
て
い
る

が
、
と
く
に
、
二
〇
〇
三
〜
二
〇
〇
六
年
度
の
四
年
間
に
お
い
て
北
部
の
ヒ
ノ
テ
ガ
、
マ
ド
リ
ス
、
ヌ
エ

バ
・
セ
ゴ
ビ
ア
県
、
南
部
の
リ
オ
・
サ
ン
・
フ
ァ
ン
県
、
そ
し
て
南
・
北
大
西
洋
自
治
区
に
対
す
る
草
の

根
援
助
案
件
が
拡
大
し
た
。

（
二
）
大
使
館
の
実
施
体
制

　
小
規
模
公
館
で
は
経
済
協
力
関
係
に
割
け
る
人
の
数
は
限
ら
れ
て
い
る
。
ま
し
て
草
の
根
援
助
の
よ
う

に
年
に
四
〇
件
以
上
の
案
件
を
発
掘
、
審
査
、
実
行
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
た
め
に
は
専
門
性
を
持
っ
た

人
々
の
特
別
ユ
ニ
ッ
ト
が
必
要
と
な
る
。
筆
者
の
在
任
中
、
幸
い
に
し
て
ニ
カ
ラ
グ
ア
で
は
し
っ
か
り
し

た
草
の
根
班
を
組
織
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
経
済
担
当
官
の
下
に
ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
二
名
、
委
嘱
員
四

名
を
確
保
で
き
、
六
名
が
専
任
で
案
件
を
分
担
し
た
。
委
嘱
員
二
名
は
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
専
門
に
扱
っ
た
。

そ
の
結
果
、
一
九
九
九
年
度
か
ら
二
〇
〇
二
年
度
ま
で
の
四
年
間
の
草
の
根
実
施
案
件
は
計
一
二
四
件
で

あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
三
〜
二
〇
〇
六
年
度
の
四
年
間
は
案
件
数
一
九
六
件
と
五
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
大
幅
増

加
を
記
録
し
た
。
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一
般
的
に
発
展
途
上
国
で
は
、
専
門
性
を
持
っ
た
人
を
確
保
す
る
こ
と
が
非
常
に
難
し
い
。
ま
し
て
や

日
本
人
で
現
地
語
が
で
き
る
人
は
極
端
に
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
若
い
人
に
現
地
語
教
育
を
行
い
発
展

途
上
国
に
飛
び
込
む
人
材
育
成
が
大
切
に
な
る
（
現
在
は
お
も
に
青
年
海
外
協
力
隊
の
卒
業
生
が
そ
れ
を
担
っ

て
い
る
）
。
ま
た
、
将
来
的
に
は
、
契
約
的
な
現
行
の
委
嘱
員
制
度
を
も
う
少
し
職
の
安
定
を
考
え
た
も
の

に
変
え
て
い
く
工
夫
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
中
南
米
で
は
お
も
に
ス
ペ
イ
ン
語
が
話
さ
れ
る
の

で
、
あ
る
国
で
三
年
ぐ
ら
い
草
の
根
援
助
を
担
当
し
た
ら
、
そ
の
あ
と
ほ
か
の
中
南
米
諸
国
に
移
っ
て
草

の
根
援
助
を
継
続
す
る
と
い
っ
た
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
が
組
め
れ
ば
良
い
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
英
語
に
よ
る

書
類
作
成
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
現
地
の
人
で
英
語
に
堪
能
な
人
は
い
る
の
で
、
草
の
根
班
の
維
持
は
も
っ

と
容
易
に
な
ろ
う
。

（
三
）
地
元
側
の
実
施
体
制

　
草
の
根
案
件
は
、
地
方
の
住
民
の
要
請
か
ら
始
ま
る
。
た
と
え
ば
、
人
は
生
き
る
た
め
に
飲
み
水
が
必

要
で
あ
る
。
あ
る
村
で
は
上
水
施
設
が
な
い
の
で
毎
年
地
元
市
役
所
に
陳
情
し
て
い
る
が
、
予
算
不
足
で

断
ら
れ
て
い
る
。
あ
る
農
民
が
時
々
村
を
訪
れ
る
日
本
人
に
気
が
つ
い
て
相
談
す
る
。
そ
れ
は
日
本
大
使

館
の
草
の
根
担
当
者
で
あ
っ
た
。
草
の
根
援
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
話
を
聞
い
た
村
民
は
、
水
道
委
員
会
を
結

成
し
日
本
大
使
館
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
要
請
す
る
。
審
査
に
通
っ
た
こ
の
水
道
案
件
は
実
行
に
移
さ
れ
る
。

　 153



6 : 2009/9/29(15:22)

工
事
業
者
が
選
択
さ
れ
、
ま
た
村
民
は
無
償
役
務
の
提
供
を
申
し
出
る
。
水
源
か
ら
貯
水
タ
ン
ク
へ
の
水

供
給
、
貯
水
タ
ン
ク
か
ら
村
へ
の
導
水
管
敷
設
、
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
・
パ
イ
プ
に
よ
る
主
導
水
管
か
ら
各
戸

へ
の
配
水
管
設
置
と
工
事
は
進
行
し
て
無
事
完
成
す
る
。
そ
し
て
安
心
し
て
飲
め
る
水
が
村
民
全
体
に
行

き
わ
た
る
。
こ
れ
ら
の
一
連
の
過
程
に
お
い
て
申
請
団
体
（
こ
こ
で
は
水
道
委
員
会
）
の
役
割
は
非
常
に
重

要
で
あ
る
。
援
助
資
金
を
管
理
し
、
工
事
の
進
捗
状
況
を
監
督
し
、
大
使
館
の
中
間
、
完
了
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
草
の
根
援
助
で
は
申
請
団
体
が
主
役
で
あ
る
。
と
く
に
申
請
団
体
の

リ
ー
ダ
ー
は
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。
村
民
の
意
見
を
ま
と
め
、
大
使
館
の
草
の
根
班
と
折
衝
・
交
渉
を

繰
り
返
し
、
さ
ら
に
案
件
全
体
を
監
督
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
申
請
団
体
の
良
し
悪
し
、
工
事
業
者
の

良
し
悪
し
は
、
案
件
の
成
功
・
不
成
功
に
密
接
に
関
係
す
る
。

　
草
の
根
案
件
に
関
す
る
限
り
、
こ
う
し
た
点
で
問
題
が
生
じ
た
例
は
な
か
っ
た
。
住
民
の
要
請
が
切
実

の
も
の
が
多
く
、
申
請
団
体
も
真
面
目
で
あ
っ
た
か
ら
と
推
測
さ
れ
る
。
と
く
に
、
申
請
団
体
の
指
導
者

が
し
っ
か
り
し
て
い
る
と
成
功
す
る
率
が
高
い
。
種
々
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
結
局
そ
れ
を
指
導
す
る
「
人
」

に
帰
せ
ら
れ
る
。
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
例
で
は
、
住
民
教
育
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ａ
、
農
村
女
性
の
自
立
支

援
）
の
ア
ナ
ベ
ル
・
ト
ー
レ
ス
理
事
長
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
発
展
ユ
ニ
ッ
ト
（
Ｕ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
、
水
道
事
業
）
の

マ
ル
ロ
ン
・
ア
ン
ト
ン
会
長
が
指
導
力
を
大
い
に
発
揮
し
、
成
功
し
た
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
Ｕ
Ｄ
Ｅ
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Ｃ
Ｏ
は
、
何
回
か
草
の
根
案
件
の
水
道
事
業
を
手
掛
け
る
う
ち
に
、
施
工
・
監
督
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
、

効
率
よ
く
案
件
を
遂
行
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
（
た
と
え
ば
、
表
四
―
四
の
三
二
番
、
サ
ン
・
ホ
セ
・
デ
・
ボ

カ
イ
市
農
村
部
飲
料
水
シ
ス
テ
ム
改
善
計
画
）
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
草
の
根
援
助
の
学
習
効
果
と
い
え
よ
う
。

一
方
、
将
来
的
に
は
、
こ
う
し
た
申
請
団
体
や
、
工
事
関
連
業
者
の
援
助
に
よ
る
ス
ポ
イ
ル
化
、
手
抜
き

工
事
、
汚
職
等
に
注
意
す
る
必
要
が
出
て
こ
よ
う
。

　
ま
た
、
申
請
団
体
自
身
が
資
金
や
役
務
を
提
供
し
た
り
、
申
請
団
体
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
あ
る
が
、

そ
の
計
画
を
地
元
市
役
所
が
推
し
て
協
力
し
て
い
る
場
合
な
ど
は
、
案
件
の
成
功
率
が
高
い
。
自
分
た
ち

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
働
く
か
ら
で
あ
ろ
う
。
第
五
章
第
一
節
で
紹
介
し
た
ウ
ィ
ウ
ィ

リ
・
ヌ
エ
バ
・
セ
ゴ
ビ
ア
市
農
村
小
学
校
校
舎
建
設
計
画
で
は
、
申
請
団
体
の
市
役
所
が
机
付
き
椅
子
等

の
教
室
用
家
具
約
二
三
〇
〇
ド
ル
を
負
担
し
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
五
年
度
の
案
件
で
は
、
ボ
ア
コ
市
街
地

周
縁
部
敷
石
舗
装
計
画
（
表
四
―
五
、
四
四
番
）
で
、
ボ
ア
コ
市
役
所
が
立
案
時
の
設
計
に
協
力
、
実
施
に

際
し
て
は
工
事
と
監
督
を
分
担
し
た
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
デ
ル
・
ノ
ル
テ
市
橋
梁
建
設
計
画
（
同
表

四
七
番
）
に
お
い
て
は
、
同
市
役
所
が
、
実
施
に
際
し
て
資
材
の
保
管
、
工
事
監
督
、
工
事
費
用
の
一
部
負

担
（
約
一
八
〇
〇
ド
ル
）
を
支
援
し
た
。
ま
た
、
ム
エ
ジ
ェ
・
デ
・
ロ
ス
・
ブ
ェ
イ
ジ
ェ
ス
市
農
村
道
路
改

修
計
画
（
同
表
四
九
番
）
で
は
、
道
路
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
草
の
根
援
助
で
、
残
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り
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
同
市
役
所
が
建
設
し
た
。

（
四
）
監
視
制
度

　
案
件
が
実
行
さ
れ
、
完
成
し
、
そ
れ
が
利
用
さ
れ
る
一
連
の
過
程
を
監
視
・
監
督
す
る
制
度
が
必
要
で

あ
る
。
こ
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
し
っ
か
り
し
て
い
れ
ば
、
資
金
の
目
的
外
使
用
や
不
正
、
工
事
の
遅
れ
や

手
抜
き
工
事
、
で
き
た
施
設
や
供
与
機
材
の
使
用
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
不
備
が
あ
れ
ば

そ
の
対
策
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
首
都
か
ら
遠
く
離
れ
た
草
の
根
案
件
を
常
時
監
視
す
る
の

は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
ま
た
そ
の
た
め
の
人
手
も
小
規
模
公
館
で
は
割
く
の
が
難
し
い
。
ニ
カ
ラ
グ

ア
で
は
、
草
の
根
班
が
こ
う
し
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
草
の
根
援
助
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
で
完
了
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
義
務
付
け
ら
れ
た
の
は
二
〇
〇
五
年
度
か
ら
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
・

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
二
〇
〇
四
年
度
か
ら
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
ニ
カ
ラ
グ
ア
で
は
、
二
〇
〇
三
年
か

ら
独
自
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
を
実
施
し
て
き
た
。

　
二
〇
〇
八
年
三
月
に
発
表
さ
れ
た
平
成
一
九
年
度
外
務
省
第
三
者
評
価
『
ニ
カ
ラ
グ
ア
国
別
評
価
報
告

書
』
に
よ
れ
ば
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
関
し
て
「
ニ
カ
ラ
グ
ア
で
は
年
間
五
〇
件
以
上
の
草
の
根
・
人
間
の

安
全
保
障
無
償
資
金
協
力
を
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
ほ
ぼ
全
域
で
実
施
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
個
々
の
案
件
を
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
し
て
い
く
こ
と
は
一
般
的
に
容
易
で
は
な
い
が
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
（
の
日
本
―
筆
者
注
）
大
使
館
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で
は
他
の
国
に
先
行
し
て
体
系
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
高
く
評
価
で

き
る
」
（
三
―
四
九
頁
）
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
資
金
管
理
に
関
し
て
は
、
案
件
の
途
中
お
よ
び
終
了
後
に
外
部
会
計
法
人
に
よ
る
監
査
を
実
施

さ
せ
、
報
告
書
を
提
出
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
資
金
に
関
し
て
は
専
門
家
に
任
せ
る
の
が
妥
当
と

の
判
断
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
努
力
、
な
ら
び
に
申
請
団
体
の
協
力
に
よ
り
ニ
カ
ラ
グ
ア
で
は
、
案
件

の
成
功
率
が
非
常
に
高
く
維
持
さ
れ
て
い
る
。

（
五
）
広
報
・
宣
伝

　
せ
っ
か
く
日
本
が
援
助
を
行
っ
て
も
そ
れ
が
ニ
カ
ラ
グ
ア
国
民
に
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
直
接
の
受
益
者
は
感
謝
す
る
の
で
あ
る
が
、
他
の
人
々
へ
の
広
報
・
宣
伝
も
必
要
で
あ
る
。
他

の
援
助
も
同
様
で
あ
る
が
、
草
の
根
援
助
で
は
案
件
中
の
機
材
に
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
マ
ー
ク
の
つ
い
た
シ
ー
ル

を
貼
る
こ
と
を
義
務
付
け
て
い
る
。
ま
た
建
物
や
施
設
の
場
合
、
両
国
の
国
旗
と
日
本
の
援
助
で
作
ら
れ

た
と
書
か
れ
た
銘
版
を
付
け
る
こ
と
も
義
務
付
け
て
い
る
。
こ
れ
は
受
益
者
が
日
本
の
援
助
で
あ
る
こ
と

を
忘
れ
て
欲
し
く
な
い
と
同
時
に
、
他
の
草
の
根
案
件
を
ま
た
申
請
す
る
た
め
の
道
標
と
も
な
る
か
ら
だ
。

　
ま
た
、
地
元
マ
ス
コ
ミ
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。
カ
バ
レ
ッ
ジ
の
広
い
テ
レ
ビ
や
新

聞
で
草
の
根
援
助
が
報
道
さ
れ
る
こ
と
は
日
本
の
「
プ
レ
ゼ
ン
ス
」
に
非
常
に
貢
献
す
る
。
と
く
に
案
件
の
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写真50. 　草の根竣工式の新聞報道された一部

受
益
者
が
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
そ
れ
が
全
国
に
発
信
さ

れ
る
効
果
は
大
き
い
。
草
の
根
の
調
印
式
や
竣
工
式
は
、

絵
に
な
り
や
す
い
の
で
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
、

大
使
館
で
の
調
印
式
は
よ
く
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
た
。

ま
た
、地
方
の
竣
工
式
は
、ほ
と
ん
ど
毎
回
新
聞
で
取
り

上
げ
ら
れ
写
真
付
き
で
報
道
さ
れ
た
（
写
真
50
参
照
）
。

日
本
の
草
の
根
援
助
が
広
く
宣
伝
さ
れ
、
し
か
も
住
民

か
ら
喜
ば
れ
て
い
る
こ
と
は
特
筆
に
値
す
る
。

　
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
日
本
大
使
館
が
行
っ
て
い
る
こ
う
し

た
草
の
根
援
助
の
種
々
の
工
夫
や
努
力
に
対
し
て
上
記

平
成
一
九
年
度
外
務
省
第
三
者
評
価
『
ニ
カ
ラ
グ
ア
国

別
評
価
報
告
書
』
は
そ
の
提
言
の
中
で
、「
草
の
根
・
人

間
の
安
全
保
障
無
償
資
金
協
力
案
件
は
、
個
々
の
額
は

小
さ
い
も
の
の
、
提
案
時
に
も
実
施
時
に
も
、
そ
し
て

評
価
の
際
に
も
、
現
地
の
人
々
と
大
使
館
が
直
接
交
流
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す
る
機
会
の
多
い
援
助
形
態
で
あ
る
。
ニ
カ
ラ
グ
ア
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
自
ら
の
手
を
か
け
て
、
手

作
り
的
に
草
の
根
・
人
間
の
安
全
保
障
無
償
の
実
施
方
法
に
工
夫
を
加
え
、
こ
れ
を
現
地
の
人
々
と
の
直

接
の
交
流
や
、
そ
れ
を
通
じ
た
同
国
社
会
・
経
済
動
向
に
関
す
る
情
報
収
集
の
一
助
と
も
し
て
い
た
。
こ

の
よ
う
に
草
の
根
・
人
間
の
安
全
保
障
無
償
ス
キ
ー
ム
を
活
用
し
た
、
日
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
（
存
在
感
）
を

高
め
る
努
力
は
大
変
有
効
で
あ
る
と
見
受
け
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
独
自
の
工
夫
を
施
し
て
支
援
を
実
施

す
る
こ
と
は
、
受
益
者
に
も
そ
の
意
気
が
伝
わ
る
で
あ
ろ
う
し
、
関
わ
る
ス
タ
ッ
フ
の
士
気
も
上
が
ろ
う

も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
他
国
で
実
施
さ
れ
る
草
の
根
・
人
間
の
安
全
保
障
無
償
に
対
し
て
、
一
つ

の
模
範
と
し
て
推
奨
し
う
る
」
（
四
―
三
か
ら
四
―
四
頁
）
と
記
し
て
い
る
。

二
　
貧
困
国
へ
の
有
効
性

　
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
場
合
、
二
〇
〇
三
〜
二
〇
〇
六
年
度
の
四
年
間
に
お
け
る
日
本
の
無
償
資
金
協
力
合
計

は
、
一
一
八
・
五
八
億
円
（
交
換
公
文
ベ
ー
ス
）
で
あ
り
草
の
根
無
償
は
同
一
四
・
三
八
億
円
で
あ
っ
た
。

草
の
根
無
償
は
一
二
・
一
％
に
相
当
す
る
。
日
本
の
援
助
に
占
め
る
相
対
的
割
合
は
低
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、

援
助
効
果
は
非
常
に
高
い
と
体
験
か
ら
断
言
で
き
る
（
草
の
根
援
助
の
効
果
が
高
い
点
に
つ
い
て
元
上
海
総
領
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事
は
「
広
報
の
費
用
対
効
果
の
観
点
か
ら
の
み
い
え
ば
、
受
け
入
れ
先
の
感
謝
の
度
合
い
、
広
報
浸
透
度
が
、
十
億

円
以
上
の
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
草
の
根
無
償
資
金
協
力
と
で
大
差
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
後
者
を
中
国
全
土
に

拡
散
し
た
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
実
際
に
無
償
資
金
協
力
に
携
わ
っ
て
経
験
し
た
者
と
し
て
の
偽

ら
ざ
る
実
感
で
あ
る
」（
一
四
四
〜
一
四
五
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
杉
本
信
行
『
大
地
の
咆
哮
―
元
上
海
総
領
事
が

見
た
中
国
』
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
、
二
〇
〇
六
年
）
。

　
日
本
の
援
助
は
今
後
、
量
か
ら
質
、
国
の
特
徴
を
出
す
特
化
型
援
助
、
援
助
効
果
の
高
い
援
助
と
い
っ
た

方
向
に
行
く
と
思
わ
れ
る
。
一
般
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
無
償
資
金
協
力
に
よ
る
援
助
は
、
確
か
に
金
額
も
大
き

く
、
た
と
え
ば
学
校
建
設
等
被
援
助
国
の
要
請
に
応
え
て
実
施
さ
れ
る
た
め
そ
の
効
果
も
あ
る
と
認
識
さ

れ
て
い
る
が
、
一
方
で
、
日
本
の
設
計
会
社
、
建
設
会
社
を
使
う
た
め
非
常
に
高
額
に
な
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。
そ
の
点
、
草
の
根
援
助
は
地
元
の
業
者
、
地
元
の
資
材
を
使
う
た
め
低
費
用
で
実
行
で
き
る
。
ま

た
、
前
述
し
た
よ
う
に
小
回
り
が
き
き
、
宣
伝
効
果
が
高
く
、
草
の
根
レ
ベ
ル
で
直
接
喜
ん
で
も
ら
え
る

た
め
費
用
対
効
果
が
非
常
に
良
い
援
助
形
態
と
い
え
る
。
草
の
根
援
助
は
、
し
た
が
っ
て
も
っ
と
日
本
が

力
を
入
れ
て
行
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
近
年
こ
の
援
助
件
数
は
全
体
で
横
ば
い
か
減
少
気
味
と
い
わ
れ
て

い
る
が
、
こ
う
し
た
役
に
立
つ
援
助
こ
そ
増
加
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
か
ら
ア
フ
リ
カ
諸
国
へ
の
援

助
が
増
え
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
貧
困
国
の
多
い
同
地
域
に
は
効
果
の
あ
る
草
の
根
援
助
こ
そ
是
非
拡
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大
す
べ
き
で
あ
る
。

　
た
だ
、
筆
者
は
な
に
も
草
の
根
援
助
だ
け
が
援
助
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
援
助
も
種
々

の
援
助
を
組
み
合
わ
せ
て
行
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ニ
カ
ラ
グ
ア
に
お
い
て
も
、
一
般
無
償
に
よ
る
病
院
建

設
や
橋
梁
建
設
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
し
、
技
術
協
力
に
お
け
る
防
災
地
図
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
思
春
期

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
中
小
規
模
農
家
牧
畜
生
産
性
向
上
計
画
も
地
元
側

か
ら
評
判
が
良
い
。
し
か
し
、
貧
困
国
に
お
い
て
は
援
助
効
果
の
は
っ
き
り
し
た
、
結
果
の
出
る
草
の
根

援
助
は
推
薦
に
値
す
る
と
主
張
し
た
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
た
め
に
は
上
述
し
た
よ
う
に
し
っ
か
り

し
た
援
助
実
施
体
制
を
作
る
必
要
が
あ
り
、
現
地
語
を
解
し
発
展
途
上
国
へ
積
極
的
に
出
か
け
る
若
者
を

育
て
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
、
一
般
的
に
、
小
国
に
対
し
て
日
本
の
援
助
を
そ
れ
ほ
ど
大
量
に
行
う
意
味
が
あ
る
の
か
と
い
っ

た
議
論
が
聞
か
れ
る
が
、
国
連
等
の
国
際
場
裡
の
舞
台
に
お
い
て
日
本
の
味
方
に
な
っ
て
も
ら
う
た
め
に

は
必
要
な
投
資
と
考
え
る
。
戦
後
日
本
は
莫
大
な
額
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
ア
ジ
ア
の
国
々
へ
行
っ
て
き
た
が
、
日

本
が
本
当
に
支
持
を
必
要
と
し
た
時
に
そ
れ
ら
の
国
々
が
日
本
の
「
共
同
提
案
国
」
に
な
っ
て
く
れ
た
り
、

賛
成
票
を
投
じ
て
く
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
確
実
に
日
本
に
投
票
し
て
く
れ
る
国
を
確
保
す
る
こ
と
が
外

交
で
あ
り
、
小
国
で
も
一
票
の
重
み
が
あ
る
と
い
え
る
。
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